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《 ・ 》。武満

徹 名 世界 広 。琵琶 尺八

一種

。全11楽章。 ・

。 題名 「11月 階

段」。詩人 。武満 音 言葉

溢 。

同 作曲家 長編小説家 。理屈

説明 念押 走 。

形式

。 、

、詩人 、短編小説家 。武満

多分 後者。 魅力 肝

。 魅力 色

褪 。本物 。

「 」 日本 伝統楽器

用 曲 嵌

。箏 八橋検校 《六段 調》

。人形浄瑠璃 「勘平腹切」

『仮名手本忠臣蔵』 六段目 。

段、 、曲 幕 数

。琵琶 尺八 「 」 相

性 。

、《 ・ 》

初演 。1967

年、小澤征爾 指揮

・

・ 。 琵琶

鶴田錦史 尺八 横山勝也。

1967年 意味 。

・ 1842年

創設。

活躍 時代 。

1967年 創立125周年。

同団 率 ・

。125周年記念 新

作 委嘱 内外 約20曲 行 。

新作委嘱 「 華」。多

多 程 。今日

廃 考 方 。

米国 関係 深 日本

1枠 思 。彼 念頭

黛敏郎。 黛

・ 的

《饗宴》（1954年） ・

演奏

、同団 1961年 初来日公演

《饗宴》 副指揮

者 帯同 小澤 棒 披

露 。 黛 良 。

留 男 入 。小澤

。武満 推薦 。武満 黛

1 年下。 名 出 少 時

間 。若 日 黛 援

助 受 。

日本 武満 評価
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《ノヴェンバー・ステップス》から《秋庭歌一具》へ
―歌に始まり歌に終わる武満徹の道の断面―

文：片山杜秀（音楽評論・水戸芸術館館長）
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。切 味鋭 評論家、吉田秀和

絶賛。小澤 既 日本 武満 指

揮 。 説得

。

独奏楽器 琵琶 尺

八 ! 日本人 驚 。三味線

箏 協奏的楽曲

1920年代 作 。箏

世界 大 、宮城道雄 西洋

管弦楽 共演 積極的

。 尺八 琵琶 、

国民的 親

楽器 、日本 西洋

音楽 世界 縁遠 。西

洋音楽 伝統的 重

視 、音程 良 揃 楽器

。伝統的 旋律

和声 否定 以降

無調音楽 第二次世界大戦後

西側 音楽 人気 博

、 主流 12音

音楽 半音階 細 音程

差 常 明瞭 意識 続

、 音程

精妙 楽器 大切 。

尺八 。音程 安定

味 。 息

雑音的効果 大切。箏 三味線

合 旋律 吹

、 禅宗 虚無僧

結 楽器 。尺八音楽

伝統的 『鹿 遠

音』『鶴之巣籠』『松風』『打

波』『虚空』『霧海 』『浮雲』

『瀧落』等々。天然自然 茫漠

音響 相呼応 多 。

音程 、和声

響 、 定

音楽 求 向 合 。

12音音楽 厳格 追求 戦後

作曲家 全 合 。

尺八 音色 模

。尺八

呼 。 琵琶 ? 音

程 正確 鳴 楽器

、音色 特徴的 打楽器

的効果 富 過 雑味

強過 、1音 強烈

自己主張 、日本人 耳

『平家物語』 語 琵琶法師

連想 過 。箏 三

味線 比 扱

。尺八同様、西洋

音楽 畑 呼

楽器 。

、昭和 言 30年代

状況 変 。 音

楽 中 、西側 前衛音楽、

東側 作曲家

、不協和 音塊 流動 主 表

現 傾向 台頭 、 戦後

新 音楽 多

。不明瞭

音 塊 強 弱

波 風 霧

続 音楽。管楽器 弦楽器 管弦

楽、 打楽器合奏 、

不定形 響 流動

。 東側

西側 亡命

広 。 、米国

・ 推進 偶

然性 音楽 ! 作曲家 美的意思

何 法則性 従 音 決

。占 音 選 全

部 音 五線譜 書 偶然性

音楽 、図形楽譜 用

、鳴 音 曖昧模糊・五里霧中

演奏家 創意工

夫 委 、 偶然性

音楽 。後者 方 、尺八 琵

琶 担 響

近 。 、

、 、 。

伊仏独墺 音程本位

西洋音楽 伝統 育 “本場

国々” 作曲家 面

白 。日本 出番 来 。

実際 。 世界 作

曲界 地殻変動 日本 前衛的

作曲家 好機 与 。

扱 難 思 伝

統遺産 積極的活用 促

。

、 追 求

美意識 、要 日本 伝統

含 。禅

虚無僧尺八 平家琵琶 。文

明開化以来 、

西洋 先端 追 日本

作曲家 、気 付 間

西洋 遥 先 立 。

SF 宇宙戦艦 何

空間 歪 瞬間的 遠距離

移動 。

装置 琵琶 尺八

。

具体的 。1962年、武満

小林正樹監督 映画『切腹』 音楽

担当 。尺八 使

聴 ・ 。

琵琶 本物 使 。作品

武士 世界 不合理 残虐性

描 。刀 突 立

瞬間的強度 厳 画面作 呼

応 求

。 有効 西洋近代 合

理的 響 合 楽器

不条理 濁 瞬間的

上 尺八 琵琶

。『切腹』 尺八風 響

・ 代用 、

1964年 篠田正浩監督 『暗殺』

、武満 映画音楽

楽器 本物 尺八 用 。尺八

、打楽器 琵琶 三味線 箏

兼 代用

・ （ 中
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詰 物 摩訶不

思議 響 鳴 改造

） 共演 、幕末 怪傑、清河

八郎 暗殺 瞬

間的 続 。

『暗殺』 尺八 奏 横山勝

也。武満 出会 。同年 完成

小林正樹監督 『怪談』 小泉

八雲原作 全4話 。

怪奇幻想映画 音

楽 音響 比重 高 、

小林 組 武満 音

作 大胆 。第2話

「雪女」。 音楽・音響 尺八

多重録音 。吹

横山。尺八 何 分

音色 変調 風

山 分

音響 血 凍 音圧 画面

、画面上 岸恵子扮 雪女

世界 凍結 息 完全 共振

。続 第3話 「耳無芳一 話」。

琵琶法師 芳一 平家 亡霊相手

壇 浦 平家滅亡 段 弾

語 、亡霊 自分

際 話 興奮 魔界 沸騰

、中村賀津雄扮 芳一

琵琶語 吹 替 、新 自 作

曲 壇 浦 凄絶 演

鶴田錦史。 鶴田 語

琵琶 録音 武満 音響操作

魔界 化 圧

倒的 ! 琵琶 一音、尺八 一

吹 敷衍 、増殖 、『怪談』

映画 映像 比類 迫力

獲得 至 。同 1964年

、西洋 国

流儀 12音

音楽 推進者 諸井

誠 、無伴奏尺八 独奏組

曲《竹籟五章》 書 、翌1965年

武満 琵琶 尺八 《

》 、映画音楽 気心 技

知 鶴田 横山 作

、 二人 初演。 2

年後 《 ・ 》

。 曲

役割 、琵琶 尺八 迫力

鋭利 苦 雑味

如何 敷衍

。「11月 階段」 禅宗

寺 石段 庭園 透徹

晩秋 光景 見合

。 、武満

尺八 琵琶 瞬間的

滲 澱 霞

移 不定形 音 流動

懸 、世界的 大家 。

徹

実例 言 。

武満 音作

「一音 構造」 名付

。雑味 入 尺八

琵琶 類 響 瞬間的

“内苑” 、 “外苑” 紡

、 夢 茫洋 儚

、 “内苑” ……。武満

時代 作法 。 「一

音 構造」 音楽 武満 夢

見 実現 始

。 刺激 。

何 影響

。映画 仕事 時代劇 怪奇

映画 担当 中 映画

導 尺八 琵琶 深入

。 言

作品

思 。1959年 初演 黛敏郎

《涅槃交響曲》 。戦後初期

音楽 伊福部昭 音楽

・

刺激

音響 志向

黛 、20代後半 身近

的大音響

鳴 気付 。日本 仏教

寺院 大梵鐘 。

。 引 延 空

間 滲 消 息

長 。 大 。黛 大

管弦楽 大梵鐘 大音響 模

試 。

終 。 打 続

交錯 梵鐘 響 交

。 時間

的 自 限度 。 長

仏教声明 模

足 。 出来上

《涅槃交響曲》。「一音 構

造」 基 呼 。黛 29

歳 年。28歳 年 武満 衝撃

与 。武満 鐘 鳴

依拠 大

音楽 書 。出来

武満 本格的 管弦楽作品

第1作 《 ・ 》。訳

音 孤独。孤独 音

。 「一音 構造」

夢見 黛 追走 宣言

取 。孤独 響

要 一音 言 。

作品 黛 献呈 。初演

《涅槃交響曲》 同 岩城宏

之指揮 NHK交響楽団。年 同

1958年 、《涅槃交響曲》 4

月、《 ・ 》 11

月。 頃 武満 「一音 響 」

求 船出 思 。《

・ 》 《

・ 》 辿 着 9

年。 早 思 。

1958年 武満 音楽

家 何 求 ? 

「一音 構造」 瞬間 波紋

打 上 花火 敷衍

音楽 「歌」

。息 短 、長 。

歌。旋律。武満 音楽 目覚



戦時下 聴 《聞

愛 言葉 》 知

挿話 、

音楽 作曲家

辿 着 。

次 。

曲《前奏曲、

》 。 旋律性 魅

。 旋律

順次進行 多用

、 長調・短調

古風 、特 戦前 日本人

耳 西洋 少 離

聞 。武満 師匠

筋 清瀬保二 早坂文雄 、

諸井誠 父 諸井三郎 、

魅 作曲

。武満 同 感性 有

。 清瀬 早坂 親

言 。 言 黛 矢

代秋雄 師匠 橋本國彦

旋律 楽式 研究

指導 、黛 矢代 循

環形式 生涯 呪縛

。日本作曲史 落

影 色濃 案外 広 。

武満 歌 続

長 曲 書

。 戦後 日本 新 作曲家

理想 達成

。試行錯誤 重

1958年 武満 思 。最初期

彼 歌 方 、清瀬 早坂

倣 日本 五音音階 土台 、

赤裸々 、

五音音

階 基 歌 断片

「移調 限 」 各種

溶 込 敷衍

息 短 儚

。初期武満 旋律作法

。 歌 息

長 。多分、 企

始 「歌 時代」

終 。《涅槃交響曲》 衝撃

転換 。

黛

咀嚼 「一音 構造」 時代

、「一

音 構造」 音楽

時間 多寡

構造 断片化 断章化

。

実 悩 「一音 構造」

先駆者、黛 共有

。梵鐘 一撃 極 、

先 。 声明 旋律

応用 。 、黛 見 大

逃 道 雅楽 。《涅槃交

響曲》 4年後、黛 《BUGAKU》

（1962年） 生 生 持続性 富

雅楽風 音楽 書

。 初演

。 1970年 雅楽

大合奏 《昭和天平

楽》 。 雅楽 逃

道 。 大陸由来 息

長 歌 有 、 楽器 、

琵琶法師 琵琶 尺八 一

音 濁 多 実存 懸

、音律 重 旋律 和

音 鳴

出来上 。 自由

踏 外 「一音 構造」 大陸

大陸趣味 朝廷 違 日

本 求

音楽史 。梵鐘 琵

琶 尺八 違 、「一音」

「瞬間」 「多音」 旋律的

持続的 音楽 戻

一種

。 雅楽 再発見 行

。黛

・ 繋 、武満

後 追 言 「後期武満」

協和的 歌 世界 切 開 。《秋

庭歌》（1973年） 、 拡大

《秋庭歌一具》（1979年） 転換

点 位置 思 。

歌 歌 思 、歌 「一

音 構造」 懸 、初心 忘

歌 帰 。 武満伝

。

武満徹の肖像
～武満徹没後30年記念企画～
2026.9.26（土）
15:30開場 16:00開演
全席指定
一般￥4,500、U-25（25歳以下）¥1,500
「今昔雅楽集 四、秋庭歌一具」（10/4）公演
とのセット券￥7,000

■公演情報

●出演
波多野睦美（メゾソプラノ）
高木綾子（フルート）
成田達輝（ヴァイオリン）
山澤慧（チェロ）
北村朋幹（ピアノ）
片山杜秀（ナビゲーター）

●曲目
妖精の距離（1951/89）：ヴァイオリンとピアノの
ための
エア（1995）：フルートのための
翼（1982）［SONGS］
ビトゥイーン･タイズ(1993)：ヴァイオリン、チェ
ロ、ピアノのための
ほか
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「10月6日　宮内庁にて雅楽を聴く

まさに音がたちのぼるという印象をう

けた。それは、樹のように、天へ向って

起ったのである。」

（武満徹『音、沈黙と測りあえるほどに』）

　1961年 秋、武満徹 宮内庁

演奏会 初 雅楽 生演奏 接

、 印象 日記 記 。笙

切 目 伸 和音。 刻

打楽器。武満 耳 雅楽 、日

常 時間 別次元 流 音楽

響 。

　雅楽 影響 、彼 5年後 完成

〈地平線 〉 顕著 表

。 弦楽器群

持続音 笙 、時折打

鞨鼓 思 、 音楽

評論家 秋山邦晴 指摘 。武満

自身 雅楽 念頭 作曲

認 。国立劇場演出室 木戸

敏郎（文右衛門） 、 作品 聴

武満 新作雅楽 委嘱 決

。 1973年 雅楽〈秋

庭歌〉 結実 。

　〈地平線 〉 両端部分

、Ｅ♭ 主音 旋法

派生音階 作 。武満 、

「〈秋庭歌〉〈地平線 〉

完全 同 素材 書 」 述 、木

戸敏郎 〈秋庭歌〉「 〈地平

線 〉 雅楽 」

評 。実際、〈秋庭歌〉 冒頭 、

〈地平線 〉 旋法 半音上

Ｅ 主音 旋法 書

。Ｅ 主音 旋法

、雅楽 唐楽 六調子 一

、平調 相当 。 作品 初演

参加 芝祐靖 指摘 、

平調 陰陽五行説 秋 象徴 、

、〈秋庭歌〉「秋」 。

　 疑問 生 。

、武満 〈地平線 〉

旋法 選 。彼

旋法 「 音楽

根源的 意味 」 語

、詳 説明 。

　答 手 、武満

宮内庁 聴 1961年 雅楽演

奏会 。 曲目 、 明

。今回、宮内庁

問 合 、以下 曲目

判明 。来 10月

演奏会 第一部 、 抜粋

（曲名 調名 示 。下線

今回 演奏曲）。

管絃：太食調音取、合歓塩（太食調）、

　　 朗詠 嘉辰（平調）、抜頭（太食調）

舞楽：甘州（平調）、右方 還城楽（太

　　  食調）、仁和楽（高麗壱越調）

　太食調 平調 枝調子（主音 同

旋法） 、高麗楽 高麗壱越

調 音階構成 唐楽 平調

同 。 演奏会 全

体 通 Ｅ 主音 通底 、

旋法 類縁旋法 構成

。武満 宮内庁 体験

響 、〈地平線

〉 、 〈秋庭歌〉 、谺

。

　1961年 秋、武満 宮内庁 雅

楽 聴 。 記憶 〈地平線

〉 経 〈秋庭歌〉 、

6年後 〈秋庭歌一具〉

。今回 「今昔雅楽集 四」 、

古典雅楽 響 武満 音楽世

界 、「秋」 記憶 試

。演奏会 第一部 第二部 、E

主音 地続 。古典

新 創造 。受 継 音

地平 、 体験

幸 。

文：篠田大基

秋の記憶̶武満徹の雅楽体験から〈秋庭歌〉へ
今昔雅楽集 四、秋庭歌一具

伝統芸能のススメ［雅楽］
今昔雅楽集 四、秋庭歌一具
～武満徹没後30年記念企画～
2026.10.4（日）
15:30開場 15:45プレトーク 16:00開演
全席指定 一般￥4,500、
U-25（25歳以下）￥1,500
「武満徹の肖像」（9/26）公演とのセット券
￥7,000

■公演情報

●出演
伶楽舎（雅楽）、荒木奏美（オーボエ）、
宮田まゆみ（笙）、片山杜秀（ナビゲーター）

●曲目
ディスタンス（武満徹／1972）、秋庭歌一具（武
満徹／1973・79） ほか

 

　 　  

伶楽舎〈秋庭歌〉の演奏（水戸芸術館、2018年7月7日）　©田澤純



　2024年11月、小澤征爾前館長

後 継 、音楽評論家 政治学者

片山杜秀氏 水戸芸術館第3代館長

就任 。2026年 長年

音楽批評 功績 紫綬褒

章 受章 、 著書『大楽必易―

伊福部昭伝―』 令和6年

度芸術選奨文部科学大臣賞（評論部

門） 輝 、片山館長 現代日本

代表 知 巨人 名

馳 。 館長自 講師

務 、音楽 芸術 深淵 案内

新 「講座 片山館長 『

』 」 始動 。記念

第1回 、日本 世界 誇

作曲家 今年没後30年 迎

武満徹氏 。

導かれるべくして結ばれた

片山館長と水戸芸術館の縁

　片山館長 当館 、

開館 頃

。館長自身 当時 「

学生 頃 館 、若

頃 催事 通

」 振 返 。評論家 道

歩 始 、当館

務

、 続 。

　大 転機 2008年、

音楽批評 集成 『音盤考現

学』『音盤博物誌』 2冊 、第18回吉

田秀和賞 受賞 。

受賞 機 、初代館長 吉田秀和氏

親交 深 、2012年

同賞 審査委員 務 、

当館 濃密

。

　 、片山館長 龍 崎市 居

構 茨城県民 、政治学者

著作『尊皇攘夷―水戸学 四

百年』 、県都水戸 独自 郷土思

想 深 探究 。博覧強記

評論家・学者 視点 、地域

根 生活者 視点―

両方 要素 併 持 片山氏 館長

就任 事実 、当館 刻

吉田氏 遺伝子 継承 、発展

、 地域社会 結

強固 、歴史的 必

然 。

没後30年

今こそ語る「武満徹」

　講座第1回 選 武

満氏 、吉田秀和賞 創設時 吉田

氏 審査委員 務 、当館

歩 深 関 。没後30年

迎 今年、片山館長 音楽的

視点 、時

代 変遷 中 武満氏 姿 、独

自 洞察 紐解 。

、座学 学 後 、武満氏

音楽 生 触 。本講

座 後 、武満氏 創作 軌跡

辿 氏 望 “時間 庭

園” 巡 公演「武満 肖像」 、氏

創 出 “音 ”瞬間

再現 公演「今昔雅楽集 四、秋庭

歌一具」 予定 。

門前から奥の院へ

館長が託す水戸芸術館の使命

　片山館長 就任会見

、芸術 寺 神社 参道 例

次 語 。「手前

『門前』 多 人 集 楽

賑 必要 、

終 不完全 。

先 、 深 本質的 真理

触 『奥 院』 、

客様 能動的 入

肝心 。 漫然

間口 広 、 間

口 、 深

一緒 。 水戸芸術

館 使命 」。

　本講座 、 「奥 院」

旅 。秋

気配 近 9月初頭、知的好奇心

刺激 片山館長 「 」旅 、

皆様 越 。

　　　　　　　

7

知の巨人と歩む芸術の奥深き旅

講座
片山館長と「めぐる」シリーズ
第1回 武満徹をめぐる
～武満徹没後30年記念企画～
2026.9.5（土）
13:30開場 14:00開演
全席自由 ¥1,000

■公演情報

●出演
片山杜秀（講師/水戸芸術館館長）
大津良夫（司会/水戸市芸術振興財団常務理事）

文：角増 柊片山杜秀館長とめぐる物語

片山杜秀館長
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　「鍵盤」 自 「

」 名乗 塚谷水無子 。

〈 変奏曲〉

演奏 話題 呼

。今回 「 昼

」 、開場時

〈

変奏曲〉冒頭 弾

。塚谷

〈 変

奏曲〉 CD 7種類（記録録

音 含 ）。

大曲 世界 一番多

演奏家 。

塚谷 、9月12日

向 話 伺 。

塚谷：〈 変奏曲〉

、 、

…… 、

編曲版 、2台 版

弾 。 全曲演

奏 、鍵盤 多

重録音 。鍵盤

、何台 用意 、

同 ?

…… 思 付 良

、多重録音 、1曲 何回

録 。編集 録

直 。 32曲 ? 

！

（笑） 、「 」 名乗

「 」 呼 人

言

方 、

挑戦 。

―「ケンバニスト」という名称に

は、どんな思いを込めていらっしゃ

るのでしょうか？

塚谷：楽器 出会

大切 思

、 鍵盤楽

器 魅力 引

出 、

考 。

、教科書

弾 方

、 何台

組 合 弾 、

弾 鍵盤

吹

、 取 組 方 、「

」「 」 、

「 」 言

。

―塚谷さんがトイピアノを弾くよ

うになったきっかけは何だったので

しょうか?

塚谷：私 17年間

、日本

、日本 自分 練習用 楽器

。 手

元 2台 、

弾

弾 、 弾

。

―トイピアノとパイプオルガンで

は、同じ鍵盤楽器でも全然違うよう

に思いますが?

塚谷： 使 時代

運指法 、 合

気 付 。同 運指

弾 、

、 奏法

演奏習慣 、

。 、

、楽器 鍵盤 深

聞き手：篠田大基

鍵盤楽器との一期一会
ケンバニスト・塚谷水無子インタビュー



幅 長 似

。 古

、同 楽器 鍵盤 深

違 、戻 早 違

、音色 時代

様式 混 、 調

子 悪 音色

、楽器 合 演奏 組 立

。本当 一期一会

。

　古 、

悪 、弾 出 音

、 音痴

。 、 音痴 部分

使 、 考

。幼稚園 先生 子

劇 配役 決

。

気 。

―今回のコンサートのためには、

チラシを作る前に水戸芸術館にいら

していただいて、ホールや楽器の響

きを確かめていただいて、プログラ

ムを組んでいただきました。選曲に

あたってお考えになったことなど、教

えていただけますか?

塚谷： 音楽時計

作品 悩 、 楽器 弾

。音楽時計 、時計

仕掛 自動演奏 。

弾 、

曲集 録音 、 弾

、 迷 、水戸芸

術館 （ ・ ・

社製） 素敵 、

弾 決

。

―ポジティフオルガンで弾く曲に

も、悩まれていた印象がありました。

塚谷：水戸芸術館

（K. 社

製） 、

（可動式）

、何種類 音色

使 豪華 楽器

。 音色 使

、軽自動

車 全開

走 、無理

音

。 楽器

華 音色 聴

、 華

悩 。〈演奏

会用 〉 曲 、小

弾 作 、

小 寺院 奏楽 使

曲 。 祈 場

? 驚 。作

曲 ＝ 、

有名 寺院 正

務 、

。 彼

後任 ＝ 。 後

続 。

音楽家 肩 並 存在

。

―ほかに注目していただきたい曲

はありますか?

塚谷： 90歳 迎 現代

作曲家

最初 弾 、

意味 冒険 、

。私

CD 出 、作曲

家 連絡 、収録曲

1曲 私 献呈

。 情勢 経

悩 状況 。改

思 音楽 奏

時間 作 、 思 選

。

―最後にお客様へのメッセージを

お願いします。

塚谷：水戸芸術館 素敵 鍵盤

楽器 沢山 、

。 私

置 、皆様 音楽

届 、 嬉 思

。 楽器 楽

、何度 聴 思

名曲 集

。 気 入 曲 探 、

出 。会場 目

!
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ちょっとお昼にクラシック
塚谷水無子（鍵盤楽器）
“ケンバニスト”のおもちゃ箱

2026.9.12（木）
13:00開場 13:30開演
（終演予定14:30頃）
※開場時にエントランスホールにてパイプオルガン演奏あり

全席指定 ¥1,500
（カップオン サザスペシャルブレンド1枚付き）

■公演情報

●出演
塚谷水無子（鍵盤楽器）

●曲目
バガテル 第1番 作品1の1（シルヴェストロフ）
ミュゼット BWV Anh. 126（J. S. バッハ）
《音楽時計のための作品集》より（ハイドン）
エリーゼのために WoO 59（ベートーヴェン）
小フーガ ト短調 BWV578（J. S. バッハ）
演奏会用ボレロ 作品166（ルフェビュール＝
ヴェリー）
ほか



■編集後記

2026年8月7日発行（第278号）
編集：水戸芸術館音楽部門 ｜ 中村 晃、関根哲也、篠田大基、角増 柊、根本彩生、高木春佳、渡辺有美
発行：（公財）水戸市芸術振興財団  〒310-0063 茨城県水戸市五軒町1-6-8  Tel.029-227-8118（音楽部門）
 Tel.029-231-8000（チケット予約センター 9:30～18:00・月曜休館）　https://www.arttowermito.or.jp/  
デザイン：K5 ART DESIGN OFFICE.　　印刷製本：山三印刷株式会社

INFORMATION

一口で食べられる水ようかん。プレーンのほか抹茶や黒糖など、いろいろな味の水ようかんが縦に細長
いパウチで個包装されていて、手軽に食べられる上にとても美味。ただどうしても、食べている最中にと
ある曲が脳内を駆け巡ってしまう。ちゅ～る、ちゅ～～る……（角）

8年前、伶楽舎の方々との初めての打ち合わせで、コンサートホールATMの図面をお見せしたところ、
「私たちには〈秋庭歌一具〉を上演するためのホールとしか見えません!」とのお言葉をいただきました。
あの日の一言が、今秋ついに実現します。楽しみでなりません。（篠）

県内の道の駅全制覇をねらってドライブしています。先日訪れた常陸大宮「かわプラザ」は北に久慈川を
のぞむ見晴らしのいい高台にあり、テラスに出て昼飯を頬張りながら、川をはさんで陣を布き、両軍にら
み合いの戦国武将のような気分も味わいました。（て）

健康診断の時期がきました。昨年は体重がすごく減っていて喜んでいたのですが、見事にリバウンドして
います。というわけで、今年は食欲の秋ではなく、芸術の秋を楽しみます! もちろん運動と食生活も見直
して、健康第一で秋を満喫したいです。（春）

先日、「カルテット AT 水戸」の公演が無事に終演しました。アウトリーチで伺った2校の児童・生徒さん
が、演奏を楽しんでくださる姿が印象的でした。この体験が、これからの人生の中でふとしたときに思い
出される、温かな記憶となれば嬉しく思います。（根）

陶芸（ろくろ）体験に行きました。作りたいものと、その作品で何をしたいのか（このお皿で餃子が食べた
い！など）をしっかりイメージして、目の前の土だけに集中する時間は、心が整う感じがして素敵な時間
でした。芸に触れる時間は幸せですね。（辺）

エントランスホール
◆パイプオルガン・プロムナード・コンサート
　（入場無料／事前予約不要）
□9.19（土）12:00～12:30／13:30～14:00 尾崎麻衣子
□9.23（水・祝）12:00～12:30／13:30～14:00 安達柚季

◆伝統芸能のススメ［狂言］
　萬狂言 水戸公演
9.13（日）14:00 
［出演］野村萬、野村万蔵、野村万之丞、
　　　野村拳之介、野村真之介、石井康太
［上演演目］狂言「柿山伏」、「舟ふな」、「三本柱」
※プレ・パフォーマンス・トークあり
料金［全席指定］
S席¥4,500／A席¥4,000／B席¥3,500
※お得な割引チケットもあります。詳しくは当館Webサイト（ACM劇
場）をご確認ください。

ACM劇場

演劇・美術のイチオシ企画 !

◆竹村 京　うごくせかい
7.25（土）～10.12（月・祝）
［休館日］月曜日（ただし、9.21、
10.12は開館）
［開場時間］10:00～18:00（入場
は17:30まで）
［入場料］ 一般¥900／団体（20名以上）¥700
※高校生以下／70 歳以上、障害者手帳などをお持ちの方と付き添い
の方１名は無料

現代美術ギャラリー

◆講座 片山館長と「めぐる」シリーズ
　～武満徹没後30年記念企画～
 　9.5（土）14:00
　 料金［全席自由］¥1,000

◆ちょっとお昼にクラシック 塚谷水無子（鍵盤楽器）
　 9.12（土）13:30
　 料金［全席指定］¥1,500（カップオン サザスペシャルブレンド1枚付き）

◆武満徹の肖像 ～武満徹没後30年記念企画～
　 9.26（土）16:00
　 料金［全席指定］一般¥4,500／U-25（25歳以下）¥1,500
　 ※「今昔雅楽集 四、秋庭歌一具」（10.4）とのセット券¥7,000

◆今昔雅楽集 四、秋庭歌一具 ～武満徹没後30年記念企画～
 10.4（日）16:00
 料金［全席指定］一般¥4,500／U-25（25歳以下）¥1,500
 ※「武満徹の肖像」（9.26）とのセット券¥7,000

コンサートホールATM

9月・10月の主な音楽イベント

※以下は8月1日現在の情報です。公演等に関する最新情報は当館ウェブサイトにてご確認ください。

チケット・インフォメーション
《9.26（土）発売予定》
■庄司紗矢香（ヴァイオリン）＆鈴木優人（チェンバロ）
　 2027.1.24（日）15:00

Lucky FM 茨城放送
「水戸芸術館 presents みんなのクラシック」
毎週日曜 7:30～8:00
パーソナリティ：石井哲也アナウンサー
出演：音楽部門学芸員（月替わり）

学芸員がおすすめの曲をご紹介して、ク
ラシックの魅力をお届けする番組です。

▼Lucky FM ウェブサイト https://lucky-ibaraki.com/

▼radiko（ラジコ）でもお聴きいただけます https://radiko.jp/

好評
放送中!

◆管打楽器アンサンブル・レッスン◆ ◆吹奏楽団のための公開レッスン◆

水戸室内管弦楽団（MCO）メンバーが講師を務める2種類のレッスンにつきまして受講者・受講団体を募集します。

オリエンテーション：2026年10月25日（日）予定
事前レッスン（非公開）：2026年10月～2027年2月の間で計5時間程度
コンサートリハーサル：2027年2月20日（土）　コンサート本番：2月21日（日）
［会場］水戸芸術館コンサートホールATM
［対象］①グループ応募：高校生（中高一貫校の場合は中学生を含む）以上の木管楽器、金管楽器または打楽器、
三重奏～八重奏程度のグループ②個人応募：高校生以上のフルート、オーボエ、クラリネット、ホルン、ファゴット
の奏者。応募者のなかで選考し、アンサンブルを組んでいただきます。
［募集枠］1組 3～8人程度・計4組程度
［申込一次締切］2026年8月24日（月）必着　［二次締切（グループ応募のみ）］10月5日（月）必着

会場：ザ・ヒロサワ・シティ会館大ホール
事前レッスン（非公開）：2027年1月30日（土）
リハーサルと公開レッスン：1月31日（日）
［会場］ザ・ヒロサワ・シティ会館大ホール
［対象］茨城県央地域で活動する高等学校（中高一貫
校を含む）、大学、職場・一般の吹奏楽団
［募集枠］1組程度
［申込締切］2026年9月23日（水・祝）必着

詳しくは当館ウェブサイトをご覧ください。


